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業白身の共同行動として展開されることとなった。 1959年 6月 18日のドイツ
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経済省は 1958年 8月9日に GATT第四条を援用して ECSC 加盟国以外か
らの石炭輸入の自由化を中止したのがその第一歩である九
とのような措置の上にたって， 1959年 2月 11日に連邦政府は第三国からの
1) この点についてほ改を参照。 KarlheinzKleps， Kartellpoli貼附!dEne'Y{;iewirtschα~ft in der 
九白切"別相W" 凸konomische.5tudien，Heft 7， Herausgegeben vom Llnstitut fur Ausen 
handel und Uberseewirtschaft der Universitiit Hamburg， Gustav FJ5Cher Verlag. 5tutt-
gart 1961， S.218; }ohann 5chafer， "Das Bergbaujahr 1958/59"， Jahrbuch des deutscken 
l{ohlenbel"gba.刊 s，JS. 52 (1959). SS_ 42キ 43*;C.-D. Schmidt， a.a. 0.， 58. 292-299 
2) 石炭輸入自由化政策の中止については次を参照。 Hans-]oachim Rummert， "Bisherige 
Masnahmen zur Uberw回 dungoer AbsatzkTise des Steinkohlenbergbaus und kunftige 
Wege zu einer neuen EinfuhrpolitIk fur Kohle'¥Gl恥 kauf.]g. 94， Heft 51/52 (20. Deze-
m.ber 1958)， 55. 186完全島 7，C.-D. 5chmidt. a. a 0.， 55. 302-307; K. Kleps， a.a. 0.， S 
215 






















3) 石炭関税については改を参問。 "DerKohlenzoll"， GlUckauJ. }g. 95， Heft 6 (14. Mむz
1959)， 55. 356-360; Karl G. Arbenz， Wi'ltschaftlic畑山tdsoziale Probleme be~ der S叫 tegt州 g
von Steinkohlenzechen. Drssertation. Vorgelegt der Rechts-， 'Wrrtschafts-und SozialwIs 
senschaftlichen Fakultat der Universitat Freiburg， Essen 1963， SS. ~1-~4; J. SCbafer， a
a. 0.. 55. 40事 42*;G.-D. 8chmidt， a.a. 0.， 58. 304-307 
4) このカルテルについての許細は択を参照。 Philipp Benne日cke，. Das Koh1ejOl-KarteH"， 
Glitckauf， ]g. 95， Heft B (11. April 1959)， 55. 471-473; "Die Kundigung der Kohle/Ol 
KartellぺGtuckauf，]g. 95， Heft 19 (12. September 19同)， SS. n11-1212; C.~υSchmidt 
a. a. 0.， 58. 307-311; l 3chafer， a.a. 0.， 53. 38*-40*; K. Kleps， <.a. 0.， 55. 215-216; 
K. G. Arbenz. <. aο55. 17-2U 

























5) 重油消豊現については次を毒問。"Die He izolsteuer'・Gluckau[，Jg. 95， Heft 22 (24 
Oktober 1959)， 58，1404-1406; Friedhelm Kerstan， Die Verlangerung der Heizolsteuer“， 
Gluckauf Jg， 9ゆ Heft10 (8. Mal 1953)， 88. 537-539; K. Kleps， a， a， 0.， 8， 217， S8 













に 25DM とそれぞれ低められ，しかも期限ば 2年 6カ月とされた(その後延
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多くの論者ー が指摘している。 KarlForster， Alfgemeine Energie細川岬a.fi，Duncker & Hunblot 
Berlin 1965， 83. 202-204; J. D. von Bandemer u. A. P. Ilgen， a.a. 0， 88. 8-9 









合理化が 1957~1958 年以降，しかも特に 1959~1960 年にかけて急速に進ん
だことは， 第2表の労働生産性の動向で示すことが出来るの すなわち， 坑内
労働者一交代当り倖産性をみると. 1958年には前年に対する増減率が+4 %. 
1959年には+12 0/0， 1960年には十12%. 1961年には+7 ~も. 1962年には+
8%が. 1959~1960年にかけて合理化が促進されたことが明らかになる。この
ような労働生産性の上昇は，最初は主とレて. (1)機械化の促進.(2)能率的な
第 2表ー交代当り労働生産性 (1953~1965) (単位 kg)
1 坑内労働 11957~1叫I~年増減に対率す I 鉱山全体 11957~1001附る航増減対率す
1953 1458 92 1104 90 
1955 1544 97 + 5 1164 95 + 6 
1957 1585 100 十 3 1222 100 + 5 
1958 1642 104 + 4 1272 104 + 4 
1959 1845 115 十12 1433 117 +13 
19601) 2063 130 +12 1608 132 +13 
1961 2207 139 + 7 1731 142 + 8 
1962 2372 150 十 8 1853 152 + 7 
1953 2561 162 + 8 1978 152 十 7
1964 2614 165 十 2 2055 168 + 4 
1965 2705 171 十 4 2130 174 + 4 
1) 196{)年以降ザルを含む。
出所 Die Statist比 derKohlenwirtschaft e. V" a. a. 0. S. 22により作成。
7) Fntz Lange， " Die Ergebnisse der RationaLisierungsbem也hungim westeuIopalschen und 
ill dcutGchen S臼inkohlenbergbau“GWchauf，Jg匂7，HRft 21 (11. Oktober 1961)， S， 1241 f 
26 (260) 第 103巷第3号
第3表機械化採炭率" (1956~1965) 
年末|競械化|語諸問主義伊
73.77 14.32 11.91 
1957 69.48 13.77 16.75 
1958 65.41 12.70 21.89 
1959 61.28 12.46 26.26 
1960 52.24 9.00 38.76 
1960幻 47.63 12.84 39.53 
1961 39.31 10.97 49.72 
1962 32.17 7.78 60.05 
1963 27.72 !).04 67.24 
1964 23.19 2.41 74.40 
1965 19.05 1.43 79.52 
1) 切羽における販売用出炭に占める比重。
2) 196C年からザルを含む。
tlI所:Die Statis.tik der Kohlenwirtschaft e 































1957 2331 100 
1958 2283 98 
1959 2108 90 
1960 1801 77 
1961 1542 66 
1962 1404 60 
1963 1262 54 
1964 l174 50 
1965 1110 48 
出所 DieStatistik der Kohlenwut 
schaft e. V.， a.a. 0.， S.21によ
り作成。
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第 5表採掘中の鉱山数。 (1957-1965)
11957 11958い95911叩い96111962 11963 11964 1附
年はじめの状態 1 176 1 173 1 163 156 1凶 1凶四l山|山
増加，新規坑口 l 2 
零細鉱山から 2 1 
減少，閉山によるもの 1 2 5 5"' 8 9 4 6 
合併によるもの 4 6 4 2 2 1 2 3 
零細鉱山へ 2 1 1 
統計上の変更のため 1 
年(減末少の状数態) 173 163 156 146 140 128 120 115 106 (-3) ( -10) (-7) (ー 10)( -6) ( -12) ( -8) ( -5) ( 9) 
1) 零細鉱山を除<D 2) 月1日に掛1量中止， 1963午12月1自に閉山のものも合む。



















1953 375.8 543.9 
1955 368.5 538.3 
1957 380.8 100.0 551.2 100.0 
1958 376.6 98.9 544.5 98.8 
1959 346.1 90.9 503.0 91.3 
1960 307.6 80.8 151.7 81.9 
1961 287.2 75.4 423.9 76.9 
1962 264.4 69.4 394.5 71.6 
1963 218.1 65.2 371.0 67.3 
1964 237.3 62.3 355.8 64.6 
1965 224.5 59.0 337.9 61.3 
出所 DieStatistlk der Kohlenwirtschaft e. Y.a. a. 0 
S.45により作成。











1957 6G_l 71.6 十 6.5 85.8 92.4 十 6.6
1958 60.1 42.7 -17.4 21.2 58.0 -23.2 
1959 54.2 14.8 39.4 76.1 23.3 -52.8 
1%0 51.2 20.7 30.5 73.0 326 40.4 
1961 42.8 24.6 一18.2 65.4 40.7 24.7 
1962 41.5 18.7 22.8 73.0 32.9 30.1 
1963 35.5 21.6 13.9 57.1 36.8 20.3 
1964 32.4 23.7 - 8.7 51.4 38.1 -13.3 
1965 32.1 15.6 16.5 49.1 27.7 -21.4 









8) 週 5日制については次を参照。 OttoLenz， "Die Fu nf-Tage-Woche im Steinkohlenberg-
bau"， Gl耐 h叩:f.Jg. 95， Heft 12 (6. JUli 1959). 55. 775-779; K. Kleps， a.a. 0.， S.219 
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採掘高減少政策によって，第3表(前稿(1)参照)にみられるように，採掘
高は 1957年の約 150百万トンから約 8百万トン減少して 1959年には約 142百
万トンに下落したが，その後数年は 140百万トンの水準で安定化したかにみ





























1963年 9月 1日から実施された「炭鉱合理化促進法J Gesetz zur Forderung 
der Rationalisierung Steinkohlenbe:rgbau vom 29. Ju日 1963とその下での
閉山政策の展開がそれである。
第5表にみられるように，採掘が若干ではあるが上昇しているにもかかわら
ず， 1959年から閉山が増加している。すなわち， 1958年には閉山はわずか 2
鉱であったものが， 1959年は4，1960年は 5，1961年は 5と増加してレる。
このことは，すでに述べたように，政府の対重油政策が炭鉱業にとって好まし
い結果をもたらさないことが明らかになったことが主たる原因であった。この




行なうこともありうる。 (3)採掘高は「可能な限り」年産 140百万ト Yの線を
維持する。このような構想にもとづいて，連邦経済省の仲介で，炭鉱業，石油





10) この過程については次を参照。 DerBergball verlallgt Klarheit fur eine Lizenzierung 
der MineraloleInfuhr"， GWckauf. ]g， 99， Heft 4 (13. Februar 1963)， S.203; "Rationa-
lisi町 ung-nichtSchrumpfung. ZUI Ieage nach Ablauf der Anmeldungsfrist fUr Zechen 


















stIllegungen belm Rationaherungsverband des deutschen Steinkohlenbergbaus"， Glilckauj， 
Jg. 100， Heft 25 (2. Dezember 1964)， S. 1519 
11) 閉山の噌加の中で， 国家資金の導λによってこの過程を円滑に促進することの必要性は. 140 
百万トン ライソ壱確保する上から，はやくから認識されていたからj 政府は閉山助成の法案を
早〈から準備に着手したがj 起案の過程で調整に手間どり j 法案成立までの設定措置として
1962竿12月13日に I石炭鉱山の閉鎖に対する暫定的プνミアムの供与に関する指針J Richtli 
nIen uber die vorUmfige Gewahrung von Pramien fUr die Stillegung VDn SteinkohleIト
bergwerken vom 13. Dezember 1962 を決定してし、る。 この指針についての詳師は次を参照
されたし、。可VernerHeinrich und Hans Zydek，“ Die Richtlinien uber die vorlaufige 
Gewahrung von Pramien fur die Stillegung von Stelllkohlenbergwerken"， GliJckauf， Jg 
99， Heft 6 (13. Marz 1963)， 55， 304-313 
12) r炭鉱合理化促進法」については次を参照。 WernerH四 lrich und Hans Z ydek， "Das 
Gesetz zur Forderung der RatlOnalisierung im Steinkohlenbergbau"， Glf1.ckauj， Jg. 100， 
Heft 1 (1. Januar 1964)， 55，51日.Heft 2 (15. Januar 1964)， 55，102-111; Werner Muller， 
"Formen der InvestitionsJinanzierung im Vio"esteuropaischen Steinkohlenbergbau"， Glu-















140百万ト y ・ライ γ維持のための政策的基盤となりうるものでは到底ありえ












13) Tahγ仇tchder IG， Bergbau und Ene増ie1962/63， S.172 













14) 量涯の報道引L 近い将来いおいて，西ドイツの石民採掘聞は90百万トンまで減少しj 坑内労
働者も13千人まで減少するであろうと予測されている。
